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昨
今
の
犯
罪
増
加
に
伴
っ
て
地

域
住
民
の
関
心
が
高
ま
り
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
自
主
的
・
自

発
的
な
防
犯
活
動
が
活
発
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
流
れ
を
受
け
て
、
国
で
は

昨
年
６
月
に
「
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
全
国
展
開
プ
ラ
ン
」
を

掲
げ
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
防
犯
教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
末
に
広

島
県
と
栃
木
県
で
下
校
中
の
低
学

年
児
童
が
被
害
に
遭
う
事
件
が
相

次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
事
件
も
大
人
の
目
が
届
か
な
い

場
所
で
、
児
童
が
一
人
に
な
っ
た

と
き
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
と
警

察
庁
が
連
携
し
、
児
童
・
生
徒
の

登
下
校
時
の
安
全
対
策
を
一
層
強

化
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
宮
町
で
は
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

防
犯
指
導
員
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
見
守
り
活
動

を
繰
り
広
げ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
今
の
と
こ
ろ
凶
悪
犯
罪
に
児

童
が
直
接
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
ま
で

以
上
に
地
域
や
団
体
の
力
を
効
果

的
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
「
二
宮

二宮町児童生徒安全対策協議会二宮町児童生徒安全対策協議会二宮町児童生徒安全対策協議会二宮町児童生徒安全対策協議会二宮町児童生徒安全対策協議会



町
児
童
生
徒
安
全
対
策
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
第
１
回
の

協
議
会
で
は
、
各
団
体
の
今
ま
で

の
活
動
状
況
や
課
題
な
ど
の
情
報

交
換
が
行
わ
れ
、
今
後
も
継
続
し

て
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
で
は
、
団
体
で
の
防
犯
活

動
の
ほ
か
に
「
こ
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の

家
」
、
外
出
時
や
犬
の
散
歩
の
際

に
お
そ
ろ
い
の
腕
章
を
身
に
つ
け

る
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」
、
「
わ
ん

わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
」
な
ど
の
個
人

的
な
活
動
も
広
が
り
を
見
せ
て
い

ま
す
。
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
わ
ん

わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
の
活
動
で
は
犯

罪
者
を
追
跡
し
た
り
尾
行
し
た
り

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
防

犯
意
識
の
高
い
地
域
で
あ
る
こ
と

を
強
力
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
犯
行
の

機
会
を
ね
ら
っ
て
い
る
不
審
者
に

無
言
の
圧
力
を
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
犯
罪
者
が
最
も
恐
れ
て
い
る
の

は

″
人
の
目

″
。
地
域
の
力
で
犯

罪
者
の
手
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守

り
ま
し
ょ
う
！

　
地
域
推
進
課
防
災
安
全
係

　
教
育
総
務
課
学
校
教
育
係



　
町
職
員
の
数
や
給
与
は
、
地
方
公
務
員
法
な
ど
の
法
令
に
従
っ
て
条
例

で
定
め
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
職
員
の
数
や
勤
務
状
況
、
給
与
な
ど
を
毎

年
公
表
す
る
「
二
宮
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
に
基
づ
き
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☆人件費の状況（一般会計決算）

☆職員給与費の状況（一般会計予算）

☆職員の平均給料月額と平均年齢の状況（17年 4月 1日現在）

☆職員手当の状況（16年度実績）

☆職員の初任給の状況（17年 4月 1日現在）

区　分
住民基本台帳
人口（年度末）

歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ
人件費率
（Ｂ/Ａ）

15年度の
人件費率

16年度
人

30,900
千円

7,379,566
千円

363,939
千円

1,730,609
％
23.5

％
23.7

区　分

17年度
人
204

千円
717,470

千円
232,455

千円
309,792

千円
1,259,717

（Ｂ/Ａ）千円
6,175

職員数Ａ
一人当たり
給与費

給　与　費

給　　料 職員手当
期末・
勤勉手当

計　　Ｂ

区　　分 二 宮 町

平均給料月額

平均年齢

平均給料月額

平均年齢

295,866円

39.5歳

219,807円

46.6歳

329,728円

40.3歳

383,709円

44.5歳

285,008円

48.1歳

一般行政職

技能労務職

国 神奈川県

区　　分

一般行政職

技能労務職

大 学 卒

高 校 卒

高 校 卒

中 学 卒

二 宮 町 国 神奈川県

初 任 給
採用２年

経過日給料額
初 任 給

採用２年
経過日給料額

初 任 給
採用２年

経過日給料額

170,100円

143,300円

131,900円

120,600円

184,400円

154,300円

140,700円

128,100円

170,700円

138,800円

184,400円

148,500円

177,400円

143,300円

191,400円

154,300円

調整手当

支給率

一人当たり
平均支給年額

対象職員

給料月額・扶養手当・管
理職手当の合計額の10％

374,464円

全職員

特殊勤務
手　　当

手当の種類

対象職員
一人当たり
平均支給年額

対象職員の
割合

徴収手当・清掃作業手当・感
染症のまん延防止作業手当・
災害出動手当・救急出動手当

14,973円

22.5％

時 間 外
勤務手当

管 理 職
手　　当

支 給 総 額 51,165,341円

26,984,925円支 給 総 額

対象職員一人当たり
平均支給年額

対象職員一人当たり
平均支給年額

330,098円

729,322円

期 末 ・
勤勉手当

６月

2.10

12月

2.30

合　計

4.40（月分）

退職手当

区　　　分

勤 続 20 年 21.0  月分

33.75月分

47.5  月分

59.28月分

27.3    月分

42.12  月分

59.28  月分

59.28  月分

勤 続 25 年

勤 続 35 年

最高限度額

自 己 都 合 勧奨・定年

その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（ 2～20%加算）

一人当たり平均支給額
　定年・勧奨等９名 20,451,553円
　自己都合等２名 4,590,266円

扶養手当

住居手当

通勤手当

配偶者

最高限度額

交通機関利用者　最高限度額

その他3人目以降

扶養親族でない配偶者を
有する場合の１人目の子等

上記の場合の2人目、または
配偶者以外の扶養親族２人まで

配偶者のいない職員の
扶養親族１人

交通用具使用者
　2km以上から60km以上まで13段階

満16歳の年度当初から満22歳の
年度末までの子1人当たり加算

13,500円

6,500円

6,000円

5,000円

11,000円

5,000円

27,000円

55,000円

2,200円～
24,500円

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。

（注）1．職員手当には退職手当を含まない。
　　　2．給与費は当初予算に計上された額。
　　　3．特別職は含まない。

（注）退職手当の一人当たり平均支給額は、前年度に退職した
　　　全職種に係る職員に支給された平均額。

17年４月１日現在



☆部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在） ☆職員数（17年4月1日現在）

☆一般行政職の級別職員数の状況（17年4月1日現在）

☆特別職の報酬等の状況（17年4月1日現在）

☆職員研修の実施結果

☆職員の分限・懲戒処分の状況（16年度）

☆ラスパイレス指数の推移

※町長・助役の期末手当は、10％の減額を実施。

職員数（人） 

16年 17年 

対前年
増減数 主な増減理由

一般行政部門
（総務・民生・
経済環境・建設）

公営企業等会計部
門（国保・老健・
介護・下水道事業）

特別行政部門
（教育・消防）

合計

条例で定められた
職員定数

128 129

75 72

19 19

1

△3

0

保育園業務の充実
等のため増員

生涯学習関連業務
の見直し及び事務
の統合のため減員

222 220 △2

228 241

区　分 合　計給料月額等

期末手当（16年度実績）

6月 12月

町　長 823,000円

651,000円

377,000円

294,000円

268,000円

助　役

議　長

副議長

議　員

月分

2.10 

月分

2.30 

月分

2.30 

月分

4.40 

月分

4.85 

月分

2.55 

15年度

神奈川県

県内37市町村中の順位

二 宮 町

101.4 99.6 101.4

37位 37位 36位

91.6 89.8 91.3

16年度 17年度

※ラスパイレス指数‥国家公務員一般行政職の基本給の平均を100
として、各団体における一般行政職の基本給の平均を比較した
ときの指数。

技能労務職
（給食調理員など）

13人

消防職　38人

保健師　5人
保育士　6人
栄養士　1人

税務職　14人

一般行政職　142人
指導主事　1人

主事補級　22人

主事級　28人

主任主事級　23人係長級　33人

課長補佐級
8人

課長級　22人

部長級　6人

合　計
220人

合　計
142人

市町村研修センター

都市整備技術センター

市町村振興協会

自治大学校

ＯＡ専門研修

ＯＡ研修

普通救命講習

意識改革研修

合同研修（一市二町）

地域別研修（三町）

新採用職員研修

健康管理研修

人権研修

15年実績

18

92

89

1

27

－

－

14

57

8

12

0

5

323

16年実績

19

77

26

38

24

112

11

14

74

7

－

1

4

407

基礎研修

テーマ別研修

派遣研修

合　　計（延人数）

分限処分を受けた者

心身の故障による

懲戒処分を受けた者

降 任 停 職 休 職

免 職 停 職 減 給 戒 告

0（0） 0（0） 4（3）

0（0） 0（0） 3（0） 0（0）

（人）

（人）

二宮町例規集が
　　ホームページでみられます

　トップページの「便利情報ダイレクト」

に二宮町例規集（１７年９月３０日現在）を

掲載しました。目次と五十音で検索でき

ます。

　どうぞご利用ください。

問い合わせ　総務課庶務係

※（　）内は前年度の状況



　
平
成
16
年
度
の
行
政
活
動
の
結

果
に
つ
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

と
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
作
成
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
行
政
活
動
の
結
果
の
う
ち
、
不

動
産
や
基
金
な
ど
の
資
産
と
し
て

残
る
も
の
は
前
年
度
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
に
加
え
ら
れ
、
こ
れ
ま
で

の
行
政
活
動
で
形
成
さ
れ
た
す
べ

て
の
資
産
と
そ
の
財
源
と
し
て
表

さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
単
年
度
の
費
用
と
し
て

支
出
さ
れ
た
も
の
や
建
物
の
減
価

償
却
費
な
ど
は
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
に
計
上
さ
れ
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に

か
か
っ
た
一
年
間
の
費
用
と
し
て

表
さ
れ
ま
す
。

　
17
年
３
月
末
日
現
在
の
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
（
特
別
会
計
を
含
む
）

を
み
る
と
、
町
に
は
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
や
下
水
道
な
ど
の
固
定
資

産
が
４
１
５
億
円
、
基
金
な
ど
そ

の
他
の
資
産
が
31
億
円
あ
り
、
そ

れ
ら
の
財
源
と
し
て
、
地
方
債
の

借
入
な
ど
で
１
３
９
億
円
、
一
般

財
源
な
ど
で
３
０
７
億
円
が
充
て

ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
、
16
年

度
中
の
行
政
活
動
の
結
果
、
資
産

合
計
は
５
億
円
増
え
、
そ
の
財
源

と
し
て
地
方
債
の
借
入
な
ど
４
億

円
、
一
般
財
源
な
ど
１
億
円
が
充

て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
み
る
と
、

16
年
度
は
、
職
員
の
給
与
な
ど
で

17
億
円
、
事
務
経
費
や
施
設
の
維

持
管
理
な
ど
で
26
億
円
、
扶
助
費
、

補
助
金
な
ど
で
21
億
円
、
地
方
債

の
利
子
な
ど
で
２
億
円
、
合
計
す

る
と
66
億
円
（
特
別
会
計
を
除
く
）

の
行
政
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
、
年
度
末
の
住
民
基
本

台
帳
人
口
を
用
い
て
換
算
す
る
と
、

昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
、
町
民
一

人
当
た
り
21
万
３
７
４
３
円
の
コ

ス
ト
が
か
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
と
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
掲
載

し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
財
政
課
財
務
係

借　　方 貸　　方

［資産の部］
１．有形固定資産

　公共施設や土地など

415億   830万円

２．投資等

　特定目的基金など

12億3,557万円

３．流動資産

　財政調整基金・

　地方税等の未収金など

18億1,855万円

資 産 合 計
445億6,242万円

［負債の部］
１．固定負債

　地方債の元金など

132億6,529万円

２．流動負債

　翌年度償還予定額など

6億4,612万円

負 債 合 計
139億1,141万円

［正味資産の部］
正味資産合計

　　一般財源など

306億5,101万円

負債・正味資産合計
445億6,242万円

［人にかかるコスト］

1.人件費 16億2,639万円

2.退職給与引当金繰入等 8,900万円

17億1,539万円

［物にかかるコスト］

1.物件費 16億3,067万円

2.維持補修費 1億   149万円

3.減価償却費 8億6,193万円

25億9,409万円

［移転支出的なコスト］

1.扶助費 6億9,367万円

2.補助費等 4億5,856万円

3.繰出金 9億7,173万円

4.普通建設事業費（他団体等への補助金等）

 68万円

21億2,464万円

［その他のコスト］

1.公債費（利子分） 1億4,203万円

2.不納欠損額 2,850万円

1億7,053万円

行政コスト

66億   465万円

住民一人当たり行政コスト

（17年3月31日現在住民基本台帳人口30,900人を用いて計算）

21万3,743円

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と

　
　
　
　
　

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と

　
　
　
　

　
　
　
　
　

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と

　
　
　
　
　

行
政
コ
ス
ト
計
算
書



第６回 「湘南西ブロック」の取り組み

　
町
で
は
、
個
人
情
報
保
護
条
例

の
見
直
し
に
向
け
て
、
昨
年
10
月

に
「
条
例
の
見
直
し
内
容
」
に
対

す
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募

集
し
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ご
意

見
と
条
例
見
直
し
に
あ
た
っ
て
町

の
考
え
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
取
り
扱
い
の
制
限
を
超
え
て
収

集
さ
れ
た
個
人
情
報
を
削
除
す
る

規
定
は
あ
る
が
、
収
集
さ
れ
た
個

人
情
報
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
に

削
除
す
る
規
定
が
な
い
。

　
収
集
し
た
個
人
情
報
に
誤
り
が

あ
っ
た
場
合
の
「
訂
正
請
求
権
」

の
中
に
、
「
追
加
」
と
併
せ
て
「
削

除
」
も
含
む
こ
と
を
明
記
し
て
い

き
ま
す
。

　
苦
情
処
理
に
つ
い
て
の
規
定
を

定
め
て
ほ
し
い
。

　
審
査
会
答
申
に
も
あ
り
ま
し
た

よ
う
に
、
現
在
の
町
に
お
け
る
状

況
を
考
慮
し
、
規
定
し
ま
せ
ん
。

今
後
、
状
況
を
見
た
中
で
必
要
に

応
じ
て
検
討
し
ま
す
。

　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
伴

い
、
指
定
管
理
者
の
扱
い
は
ど
う

す
る
の
か
。

　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
条
例
整
備
も
必
要
と
な

り
ま
す
。
指
定
管
理
者
制
度
に
つ

い
て
の
条
例
が
整
備
さ
れ
た
時
点

で
、
個
人
情
報
保
護
条
例
の
改
正

整
備
を
行
い
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に

対
し
、
以
上
の
よ
う
な
考
え
方
で

今
後
の
条
例
改
正
の
作
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
総
務
課
庶
務
係



１月26日　検討審議会で山内和夫委員長から

宇留野助役に最終答申

　
に
の
み
や
総
合
長
期
プ
ラ
ン
で

５
つ
の
重
点
プ
ラ
ン
の
最
初
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
「
わ
た
し

が
主
役
の
協
働
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ

ン
」
で
す
。
「
町
民
参
加
活
動
推

進
条
例
」
は
、
そ
の
中
の
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
」
を
実
現

す
る
た
め
に
整
備
を
目
指
し
て
き

ま
し
た
。

　
町
内
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
展
開
さ

れ
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
す
で
に
町

民
参
加
活
動
は
実
践
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
活
動
を
よ
り
活
発

に
、
よ
り
多
く
の
方
々
と
共
に
進

め
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
、
昨
年

12
月
に
は
「
に
の
み
や
町
民
活

動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

町
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
事
業
者
お
よ
び
町
と

が
互
い
に
力
を
寄
せ
合
い
協
働
し

て
進
め
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
町
民
参

加
活
動
推
進
条
例
の
制
定
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
12
月
か
ら
１
月
に

か
け
て
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
条
例
案
と
逐
条
解
説
に
対

す
る
ご
意
見
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
易
し
く
条
文
を
定
め
る
こ
と
も

重
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
あ
く
ま

で
法
文
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
、

①
既
設
の
条
例
案
等
の
″
結
び

″

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
い
か
に
と
る

の
か
。

②
条
例
等
の
表
現
は
、
平
易
で
わ

か
り
易
く
、
簡
潔
な
も
の
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
条
例
は
「
で

す
・
ま
す
」
調
で
平
易
な
表
現

と
い
え
ま
す
か
。

　
「
こ
の
条
例
は
、
町
民
参
加
と

町
民
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
た
め

の
も
の
で
、
や
は
り
町
民
が
理
解

し
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
条
例

を
つ
く
ろ
う
」
と
、
審
議
会
で
は

「
で
す
・
ま
す
」
調
で
つ
く
る
こ

と
で
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
他
の
条
例
と
は
性
格
が
異
な
る

と
考
え
、
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た

だ
き
、
条
例
案
の
と
お
り
「
で
す
・

ま
す
」
調
で
整
備
し
ま
す
。

　
「
ま
ち
」
と
「
町
」
の
使
い
分

け
を
了
解
を
し
た
上
で
、
第
１
条

（
目
的
）
の
解
説
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
①
町
民
参
加
の
本
文
中
、「『
町

民
参
加
』
と
は
、
町
の
意
思
形
成

の
段
階
か
ら
町
民
の
意
思
が
反
映

さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
が
…
」、

の
「
町
の
意
思
形
成
」
を
「
ま
ち

の
意
思
形
成
」
と
改
め
る
べ
き
。

　
ご
理
解
い
た
だ
い
た
と
お
り
、

「
町
」
と
は
「
町
長
そ
の
他
の
執

行
機
関
」
を
い
い
、
「
ま
ち
」
は
、

「
二
宮
町
」
を
い
い
ま
す
。

　
文
字
通
り
「
町
の
意
思
形
成
」

は
、
「
必
要
な
施
策
の
立
案
」
に

当
た
る
も
の
で
、
「
町
の
意
思
形

成
の
段
階
か
ら
町
民
の
意
思
が
反

映
さ
れ
る
こ
と
」
が
「
町
民
参
加
」

に
あ
た
る
も
の
で
す
。

　
全
体
的
な
流
れ
は
理
解
で
き
る

が
、
「
会
議
公
開
の
原
則
」
お
よ

び
「
委
員
の
公
募
」
は
、
本
条
例

の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
意
味
（
位

置
づ
け
）
を
持
つ
の
で
す
か
。

　
町
で
は
、
今
回
の
条
例
を
定
め

る
に
あ
た
っ
て
、
本
条
例
案
第
１

条
に
示
す
目
的
に
、
「
町
民
活
動

の
推
進
」
と
と
も
に
、
「
町
民
参

加
の
推
進
」
の
２
本
の
柱
を
念
頭

に
置
い
て
い
ま
す
。
ご
質
問
の
内

容
は
、
「
町
民
参
加
の
推
進
」
を

図
る
上
で
重
要
な
も
の
と
考
え
ま

す
。
ま
ず
附
属
機
関
等
の
会
議
が
、

ど
の
よ
う
に
議
論
さ
れ
決
定
し
て

い
く
の
か
、
そ
の
過
程
を
明
ら
か

に
し
、
町
民
参
加
を
推
進
す
る
上

で
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
、

「
会
議
公
開
の
原
則
」
を
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
の
直
接
参
加
を
得

て
、
共
に
考
え
議
論
す
る
こ
と
も
、

町
民
参
加
を
推
進
す
る
上
で
大
き

な
意
義
が
あ
る
と
考
え
、
「
委
員

の
公
募
」
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
地
域
推
進
課

　
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
係



調査方法
①設計書、仕様書をもとに、35施設の目視調査と現地確認

②吹き付け材、成型板の使用が認められた23施設の試料採取と分析調査

③使用されている可能性のある20施設28か所で飛散状況を調べるため、空気環

境測定調査を実施

　
町
で
は
、
吹
き
付
け
材
な
ど
の

使
用
が
認
め
ら
れ
た
公
共
施
設
で

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
が
含
有
さ

れ
て
い
る
か
調
査
を
進
め
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
そ
の
調
査
が
終
了

し
ま
し
た
の
で
、
結
果
を
公
表
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス

ト
が
原
則
使
用
禁
止
と
な
っ
た

昭
和
55
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た

35
施
設

　
　
　
　
　
労
働
安
全
衛
生
法
で

規
制
さ
れ
て
い
る
ア
ス
ベ
ス
ト

含
有
量
が
１
　
を
超
え
る
吹
き

付
け
材
の
使
用
の
有
無
、
使
用

し
て
い
た
場
合
の
含
有
率

　
　
　
　
　
平
成
17
年
10
月
５
日

〜
12
月
26
日

　
35
施
設
の
う
ち
、
吹
き
付
け
材

に
１
　
を
超
え
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の

含
有
が
確
認
さ
れ
た
施
設
が
４
施

設
、
非
飛
散
性
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含

有
し
て
い
る
成
型
板
な
ど
を
使
用

し
た
施
設
が
３
施
設
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
使
用
さ
れ
て
い
る
可
能

性
の
あ
っ
た
20
施
設
の
空
気
環
境

測
定
調
査
を
し
ま
し
た
が
、
い
ず

れ
も
１
　
あ
た
り
０
・
１
本
以
下

で
、
飛
散
は
認
め
ら
れ
な
い
状
況

で
し
た
。

※
大
気
汚
染
防
止
法
の
基
準
で
は

　
１
　
あ
た
り
10
本
以
下

　
空
気
環
境
測
定
の
結
果
、
現
状

で
は
吹
き
付
け
材
が
安
定
し
て
い

る
状
態
で
、
飛
散
の
恐
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
町
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
含
有

が
認
め
ら
れ
た
建
物
に
対
し
て
は
、

使
用
状
況
や
劣
化
状
況
を
考
慮
し

て
、
早
急
に
囲
い
込
み
や
封
じ
込

め
、
除
去
な
ど
の
必
要
な
措
置
の

計
画
を
立
て
、
遅
く
と
も
夏
ご
ろ

ま
で
に
順
次
工
事
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
安
全
・
安
心
の

た
め
、
今
後
も
定
期
的
に
空
気
環

境
の
調
査
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
財
政
課
管
財
係

年　金年　金

材料名称採取部位採　取　場　所

材料名称採取部位採　取　場　所

二宮西中学校体育館

山西小学校体育館

百合が丘第２公会堂

福祉センター３Ｆ大ホール

天　井

天　井

天井裏

天　井

フェルト材

フェルトン材

吹き付け材

吹き付け材

社会福祉センター１Ｆ相談室倉庫

庁舎地下浴室

町立体育館地下駐車場

天　井

天　井

天　井

石膏ボード

石綿セメント板

石膏ボード



介
護
度
が
軽
い
方
に
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
た
12

年
の
９
月
末
と
17
年
の
９
月
末
の

認
定
者
数
を
介
護
度
別
に
比
較
す

る
と
、
全
体
で
は
87
　
の
増
加
に

対
し
て
、
介
護
度
が
軽
い
要
支
援
・

要
介
護
１
の
方
は
１
７
０
　
程
度

と
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
介
護
度
の
軽
い
方
の
要

介
護
状
態
を
改
善
、
あ
る
い
は
悪

化
を
防
げ
る
よ
う
に
、
４
月
か
ら

新
し
く
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
要
支
援
の
方
は
全
員
が
要

支
援
１
に
、
要
介
護
１
と
認
定
さ

れ
る
方
（
予
防
効
果
が
期
待
で
き

な
い
方
を
除
く
）
は
要
支
援
２
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
に

替
え
て
、
新
し
く
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　
要
介
護
２
か
ら
５
の
方
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
介
護
予
防
の
効
果
が
期
待
で
き

な
い
方
…
◎
病
気
や
け
が
等
で
、

心
身
の
状
態
が
安
定
し
て
い
な

い
方
◎
認
知
症
等
の
た
め
十
分

に
説
明
し
て
も
、
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
の
理
解
が
困
難
な
方

　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
際

は
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
介
護
予
防

プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
が
、
内
容

は
４
月
に
町
が
設
置
す
る
「
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
保
健
師

や
看
護
師
が
全
件
確
認
し
て
、
よ

り
効
果
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
ま
た
、
定
期
的
に
サ
ー
ビ
ス
利

用
の
効
果
を
測
定
し
て
、
予
防
効

果
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
プ

ラ
ン
を
見
直
し
ま
す
。

※
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
内

容
は
来
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

　
４
月
以
降
に
要
支
援
１
・
２
と

な
っ
た
方
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
と
な
り
ま
す
が
、
現
在
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、

認
定
の
有
効
期
間
が
終
了
す
る
ま

で
は
現
在
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
ま
す
。

　
有
効
期
間
の
終
了
に
伴
い
更
新

の
認
定
を
受
け
た
結
果
、
要
支
援

１
・
２
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
新

し
い
認
定
有
効
期
間
か
ら
は
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
改
正
に
伴
い
認
定
調

査
の
項
目
が
若
干
増
え
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

高
齢
介
護
課
介
護
保
険
係

介護度の区分はこのように変ります介護度の区分はこのように変ります

※各年度９月末現在

介 護 度

要 支 援

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

合　　計

12年度

48

114

114

82

66

95

519

17年度

127

315

147

140

119

124

972

伸び率

164.6%

176.3%

28.9%

70.7%

80.3%

30.5%

87.3%



こんにちは 健康課です　第43回



固定資産税　　　　　（４期）

国民健康保険税　　　（９期）

介護保険料　　　　　（９期）

保育料　　　　　　（２月分）

下水道事業受益者負担金

　　　　　　　（４・８・１２期）

2 月28日
～活かします　あなたの納める貴重な税～

《 住民基本台帳 》

大量閲覧防止をさらに強化！

閲覧できる日

閲覧できる時間

１回あたり閲覧件数

同一閲覧請求者の

閲覧回数

改  正  後

水曜日

１時間

10世帯まで

４か月に１回

改  正  前

火～金曜日

３時間

上限なし

月２回

《
改
正
内
容
》



　
県
で
は
、
県
道
71
号
線
（
秦
野

二
宮
線
）
の
国
道
１
号
線
か
ら
消

防
署
付
近
の
歩
道
を
歩
き
や
す
く

す
る
た
め
、
歩
道
の
拡
幅
・
段
差

解
消
等
の
工
事
を
18
年
度
か
ら
実

施
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
事

業
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た

め
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
県
平
塚
土
木
事
務
所

　
道
路
維
持
課
　
22
―

２
７
１
１

　
17
年
４
月
以
降
未
受
講
の
方
が

対
象
で
す
。
対
象
者
に
は
事
前
に

は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。

　
　
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所

　
食
品
衛
生
課
　
32
―

０
１
３
０

古紙・布類

資源ごみの収集量と売却代金

ビン・ガラス類

金属・空カン類

樹 脂 類

219,810㎏

１２月分 前月比

14,610㎏

1,535㎏

9,885㎏

1,147,129円

9,160円

61,400円

4,448円

32,180㎏

3,930㎏

797㎏

1,150㎏

219,847円

1,222,137円 255,065円

2,820円

31,880円

518円

金額総計
（売却代金は町の会計に入る）

町の人口（1月1日現在）
総　数

男

女

世帯数

30,213人
14,649人
15,564人
11,052世帯

（－13）
（－ 9）
（－ 4）
（－ 7）

（　）内は前月比。人口統計より

※今回から、平成17年国勢調査結果速報を
　基礎数値にしています。

17年度

行政評価試行

17年度

行政評価試行

ご協力ありがとう

ございました



エントリー受付開始！



　
１
月
８
日
、
厳
し
い
寒
さ
の
中
、

毎
年
恒
例
の
新
春
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
沿
道

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
選
手
た

ち
は
起
伏
に
富
ん
だ
緑
が
丘
地
区

を
力
強
く
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
成
績
を
参
考
に
、
市
町

村
対
抗
か
な
が
わ
駅
伝
の
代
表
選

手
11
名
が
決
定
し
ま
し
た
。
２
月

11
日
、
選
手
た
ち
は
す
ば
ら
し
い

力
走
で
二
宮
町
の
た
す
き
を
つ
な

い
で
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
！

新春ロードレース大会

各部門第１位　　　　　　　　（敬称略）

市町村対抗かながわ駅伝競走大会  二宮町代表選手　（敬称略）

部　　門 氏　　名

中学生男子 ３㎞

中学生女子 ３㎞

一般男子 ６㎞
（全年齢総合）

辻　智貴
（二宮中）

細野友美
（二宮西中）

加藤直樹
（富士見が丘１）

時間

11分02秒

12分52秒

20分40秒

※11名の選手の中から、７名が出場します。

区分

監督

男子

男子

中学
男子

女子

氏　　　　名

前田憲一郎　（梅沢）

古澤秀和　　（下町）

土井日輝　　（元町南）

加藤直樹　　（富士見が丘１）

小合瀬久　　（茶屋）

中木場祐也　（元町北）

石山弘太郎　（釜野）

米津立憲　　（釜野）

辻　智貴　　（二宮中）

山本悠介　　（二宮中）

細野友美　　（二宮西中）

杉崎朋恵　　（二宮中）

区分 氏　　　　名

早春のまちへスタート！
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